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おとなは 

立入禁止！ 
 

自分でかんがえて、つくって、じっこう！ 

君のやりたいを 

やる学校 

７月５日（日）スタート！ 

アイスクリーム屋さん 

になりたい！ 

絵本を作りたい！ 

いろんな国にお友達を 

作りたい！ 

ネコやイヌがだいすき！ 

おこづかいを自分で 

かせぎたい！ 

困っている人を助けて 

あげたい！ 

こんなのが街にあったら

楽しい！ 

保護者の皆様へ 

「君のやりたいをやる学校」は、子供達が街歩きで発見した事柄をもとに実際の社会の中でリアルな経済活

動を行います。もちろん何をするのかを決めるのは子供達！大人はファシリテーターに徹して見守ります。 

ここでの体験が、子供達の情熱に火をつけ、未来を明るく照らす道しるべの一つとなり、一歩踏み出す力と

なるはずです。 



 

 

 

 

 

 

詳細 

対象学年 小学生 

受講料 

入校費用（初回のみ）3,500 円  

各期受講料 Vol.1～Vol.3（各 15,000円） Vol.4（12,000 円） 

全受講料前納 55,000円（全 38回分）※2,000円引き 

※各回のみの参加も大歓迎です。 

但し、Vol.2～Vol.3 の講座は Vol.1 の基礎講座が必修となります。 

会場 
本町ラプソディ（新潟市中央区本町通６－１１１５） 

TEL 050-3590-0078 MAIL info@victory-r.com 

定員 １0 名 ※定員になり次第締切ます。 

申込先 
各期の開催 1 週間前までに必要事項を添えて本町ラプソディまで。 

【必要事項】お名前・ご年齢・ご住所・ご連絡先・備考（アレルギー等注意事項等） 

スケジュール （毎週日曜日開催 13：00-15：00） 

Vol.1 基礎講座 

（必修） 

2020 年 7 月 5 日～9 月６日（全 10 回） 

街歩き＆発見カード→ディスカッション→やってみたい事を形にする→実現 

Vol.２ 応用講座 

（基礎講座修了の方対象） 

2020 年 9 月 13 日～11 月 15 日（全 10 回） 

Vol.1 の反省→再チャレンジ！ 

Vol.3 応用講座 

（基礎講座修了の方対象） 

2020 年 11 月 22 日～１月 31 日（全 10 回） 

Vol.1 の反省→再チャレンジ！ 

Vol.4 しくじり先生 

（Vol.4 のみ受講可） 

2020 年 2 月 7 日～3 月 28 日（全 8 回） 

新潟しくじり先生の話→職場体験 

その他 

・13：00～15：00 の間に適宜休憩をはさみます。 

・子供主体での内容となる為、カリキュラム等はお子様に合わせて作成します。 

・新潟しくじり先生（４名～６名を予定）は決まり次第、HP等でもご案内します。 

・受講申し込みが 3名以下の場合は開催を見送る場合がございます。ご了承ください。 

 

 

・課題の発見力 ・チェレンジ精神 

・当事者意識  ・自己肯定感 

・立ち直り力  ・ハングリー精神 

 
自らの気づきを基に 

考え、カタチにして、実行し、 

本物の体験をする。 

子供達が 

逆境に負けない心 

＆主体性を持つ 

大人の正解は不正解！ 失敗＆学び＆チャレンジで育む 

 

主催 本町ラプソディ 
〒951-8067 新潟市中央区本町通 6-1115 

T E L 050-3590-0078 MAIL info@victory-r.com 
HP Facebook 

校長 金子 洋二 

     新潟県妙高市出身。新潟大学法学部卒業後、 

     英国立ハル大学院社会人類学科修士課程修了、 

     修士（文化人類学）。現在は大正大学の准教授、

秋葉区自治協議会会長。非営利組織のマネジメントについ

て研究する傍ら、まちづくりを目的とした起業等の支援や

人材育成を通して、まちづくりの現場で役立つ実践的なノ

ウハウを蓄積してその社会的還元に努めている。 

副校長 近藤 希以子 

     子供から高齢者までのライフデザイン＆ 

     コミュニティスペースである本町ラプソディ 

     代表。キャリアコンサルタント（国家資格）の

資格をもちながら、県立高校、専門学校にて情報系の非常

勤講師も務めている。単身世帯の中高年の終活、縁活、生

きがい創出の支援、中高年のマンパワーを社会貢献に繋げ

る活動に力を入れている。 


